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長門市長 高 橋 武 雄

新年おめでとうございます。
昭和四十三年の新春を迎え、心か

らおよろこびを申しあげます。

昨年は三月に公表しました「生活
環境の整備」「産業基盤の確立」

「産業振興の施策」「住宅対策」

「教育の内容充実」を柱に住みよ

い町づくりにまい進してまいりま

した。わたくしは、新しい年へ踏み出すにあたりこと

しの抱負をのべてみたいと思います。
観光、産業経済の発展を促がし豊かな長門市をつ

くるためには、道路整備を最重点施策として具体的に

は道路舗装をはかることはもちろん、県道宇部ー美祢

ー長門線の国道昇格の具体化を図るとともに、

青 海島マスタープランを進め、観光長門市をつく

りあげたいと思います。

快 適な生活ができるための生活環境の整備には、
第 二年目を渦 えた下水道工事を積極的におこない、

ごみ処理の万全を期する匐えであります。

ま た義務教育施設および内容設備の充実、住宅の

建設、商工、農林、漁業の発展等みなさんの生活水準

をあげるためのきめの細かい施策を進めてまいりたい

と思います。

以上新しい年への抱負を申し述べましたが、どう

が市民のみなさんの絶大なるご協力とご支援をお願い
巾し上ます。

最後に市民のみなさんのご多幸を心からお祈り申

し上げ年頭のご挨拶といたします。

長
門
市
議
会
議
長

原
　
田
　
与
　
之
　
一

あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

望
に
輝
や
く
、
昭
和
四
十
三
年
の
年

頭
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
幸
福
と
ご
健

康
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

顧
み
ま
す
と
昨
年
二
月
に
議
員
定
数
が

二
十
六
人
に
改
め
ら
わ
て
か
ら
、
初
め

で
の
一
般
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
が

時
あ
た
か
も
政
界
浄
化
の
与
論
の
中
に

政
治
姿
勢
に
ば
厳
し
い
も
の
を
自
覚
し

て
出
発
し
た
の
で
あ
り
ま
す
。

以
来
、
市
議
会
は
住
民
自
治
を
基
本
に

内
部
運
営
の
適
切
化
と
執
行
部
と
の
円

滑
な
関
係
に
意
を
用
い
、
行
政
の
進
展

に
っ
と
め
て
参
っ
た
の
で
あ
り
ま
す
が

二
年
目
を
迎
え
な
お
一
層
　
議
会
の
権

限
を
固
く
守
り
つ
つ
正
し
く
円
満
な
運

営
を
確
保
し
た
い
と
存
じ
て
お
り
ま
す

ひ
る
が
え
っ
て
、
市
政
に
お
き
ま
し
て

は
、
公
共
下
水
道
の
新
規
着
手
、
産
業

基
盤
の
整
備
、
教
育
行
政
の
充
実
、
環

境
衛
生
の
改
善
、
道
路
整
備
な
ど
鋭
意

努
力
を
さ
れ
ま
し
た
が
、
市
財
政
の
現

状
と
、
国
の
財
政
硬
直
化
の
余
波
に
伴

い
ま
し
て
、
市
民
の
皆
様
の
ご
期
待
に

そ
え
な
い
面
も
多
か
っ
た
こ
と
と
存
じ

ま
す
。

さ
て
今
年
は
四
囲
の
状
勢
を
考
案
い
た

し
ま
す
に
重
要
問
題
が
多
く
、
又
明
治

百
年
に
あ
た
り
飛
躍
発
展
へ
の
契
機
と

す
る
決
意
を
新
た
に
す
る
の
で
あ
り
ま

す
が
、
特
に
次
の
諸
点
に
努
力
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

先
ず
地
域
開
発
を
促
進
す
る
た
め
、
陰

陽
連
絡
道
及
び
市
内
幹
線
道
路
の
早
期

改
修
、
第
二
は
、
市
民
生
活
向
上
の
た

め
産
業
基
盤
の
整
備
、
中
小
企
業
の
振

興
。
第
三
は
、
生
活
環
境
の
整
備
に
あ

わ
せ
、
観
光
事
業
を
す
す
め
る
。
第
四

は
、
明
る
い
市
建
設
の
た
め
、
文
教
を

す
す
め
豊
か
な
市
民
性
を
養
成
す
る
。

第
五
は
市
財
政
を
充
実
し
行
政
の
合
理

化
を
は
か
る
。
こ
れ
等
物
心
両
面
の
整

備
を
す
る
こ
と
が
皆
様
の
要
請
に
応
え

る
も
の
と
存
じ
ま
す
の
で
最
善
の
努
力

を
す
る
所
存
で
あ
り
ま
ず
。
何
と
ぞ
旧

年
に
倍
し
て
ご
理
解
を
賜
わ
り
、
ご
支

援
ご
協
力
、
更
に
ご
鞭
撻
を
切
に
お
願

い
申
し
上
げ
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

知
事
へ
の
年
賀
状

○
内
容

県
吹
に
つ
い
て
の
建
設
的
な
ご

意
兄
、
ご
要
望

Ｏ
方
法

１
月
1
5
日
ま
で
に
ハ
ガ
キ
（
住

所
、
氏
名
、
年
令
、
職
業
、
性
別

を
記
入
）
で
山
口
県
庁
広
報
課
、

声
の
係
気
付
、
山
日
県
知
事
、
橋

本
正
之
　
あ
て

飲
ん
だ
ら
乗
を
な
乗
る
な
ら
飲
む
な

ス
ピ
ー
ド
は
ひ
か
え
め
に
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1967
あ ゆ み

２
月
▲
市
議
会
議
員
定
数
改
正
さ
れ
た

初
の
選
挙
で
、
新
議
員
二
十
六

人
が
決
る

▲
防
火
は
、
わ
た
し
た
ら
の
手
で

と
通
婦
人
防
火
隊
が
誕
生

３
月
▲
「
環
境
衛
生
の
整
備
」
、
「
産

業
基
盤
の
確
立
」
、
「
産
業
振

興
の
施
策
」
、
「
住
宅
対
策
」

「
教
育
の
内
容
充
実
」
の
五
つ

を
柱
に
昭
和
四
十
二
年
度
当
初

予
算
五
億
五
千
四
百
七
十
二
万

六
千
円
が
き
ま
り
ま
し
た
。

▲
市
民
税
の
税
率
を
標
準
税
率
の

一
、
四
倍
か
ら
一
、
二
倍
に
下

げ
、
約
七
百
五
十
万
円
を
減
税

し
住
民
負
担
の
軽
減
を
す
る
。

▲
汚
水
の
完
全
処
理
を
行
な
う
仙

崎
下
水
道
終
末
処
理
場
が
完
成

▲
長
門
市
の
酪
農
近
代
化
五
ヵ
年

計
画
が
で
き
、
酪
農
経
営
に
力

を
入
れ
る
。

▲
仙
崎
中
学
校
移
転
用
地
造
成
三

万
平
方
メ
ー
ト
ル
が
、
自
衛
隊

の
協
力
で
完
成
。

４
月
▲
観
光
長
門
の
新
し
い
行
事
と
し

て
、
第
一
回
長
門
観
光
ま
つ
り

が
二
十
一
日
か
ら
三
日
間
開
か

れ
た
。

▲
湯
本
バ
イ
パ
ス
が
完
成
。
こ
の

回
道
に
、
音
信
川
を
ま
た
ぐ
「

湯
本
大
橋
」
と
「
音
信
大
橋
」

も
で
き
た
。

５
月
▲
仙
崎
公
民
館
が
落
成
＝
鉄
筋
二

階
建
の
近
代
的
な
建
物
で
事
務

室
、
図
書
室
、
結
婚
式
用
日
本

間
二
室
、
大
会
議
室
な
ど
。

６
月
▲
東
深
川
公
共
下
水
道
五
ヵ
年
計

画
が
決
定
工
事
に
か
か
る
。

８
月
▲
観
光
の
表
玄
関
に
ふ
さ
わ
し
い

仙
崎
駅
前
広
場
が
完
成
。

▲
近
年
に
な
い
日
照
り
つ
づ
き
で

仙
崎
、
深
川
地
区
で
は
、
断
水

塩
分
混
入
な
ど
、
又
通
地
区
で

九
月
十
日
か
ら
全
面
断
水
で
、

市
で
は
水
源
確
保
に
取
り
組
む

▲
ウ
ニ
、
ア
ワ
ビ
の
人
工
採
苗
、

ふ
化
を
め
ざ
す
外
洋
生
物
研
究

室
が
青
海
島
に
完
成
。

９
月
▲
県
道
美
祢
ー
長
門
線
の
国
道
編

入
連
動
を
お
こ
す
。

1
0月
▲
第
一
回
長
門
市
体
育
祭
に
二
、

０
０
０
人
が
参
加
し
て
開
か
れ

▲
農
業
構
造
改
善
事
業
と
し
て
養

鶏
施
設
が
完
成
。

1
2月
▲
通
公
民
館
敷
地
造
成
地
が
完
成

▲
市
営
住
宅
十
一
戸
が
完
成

定
例
市
議
会

十
二
月
定
例
市
議
会
が
昨
年
十

二
月
十
五
日
か
ら
十
九
日
ま
で
開

か
れ
ま
し
た
。

こ
の
市
議
会
で
補
正
予
算
二
千

三
百
四
十
万
九
千
円
と
、
四
十
一

年
度
決
算
六
億
二
千
六
百
二
万
四

千
六
百
三
拾
五
円
の
認
定
、
な
ど

十
七
議
案
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
結
果
今
年
度
の
一
般
会
計
予

算
の
総
額
は
六
億
七
千
三
百
四
拾

五
万
八
千
円
に
な
り
ま
し
た
。

水
道
管
を
ま
も
っ
て

こ
れ
か
ら
急
な
寒
波
で
水
道
管
が
凍

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

予
防
の
た
め
に
、
地
上
に
で
て
い
る

部
分
は
ム
シ
ロ
や
ボ
ロ
布
な
ど
で
包
ん

で
お
き
ま
し
よ
う
。
も
し
凍
っ
た
と
き

は
、
急
に
温
め
ず
に
ぬ
る
ま
湯
で
温
め

て
く
だ
さ
い
。

凍
づ
だ
と
き
の
用
意
に
バ
ケ
ツ
一
杯

の
水
を
用
意
し
て
お
き
ま
し
よ
う
。
万

一
の
火
災
に
も
役
立
ち
ま
す
。

交
通
事
故
巡
回

相
談
所
を
開
設

一
月
二
十
三
日
（
火
）
午
前
十
時
か

ら
午
後
三
時
ま
で
市
役
所
で
交
通
事
故

巡
回
相
談
所
を
開
き
ま
す
。

相
談
内
容
：
①
交
通
事
故
損
害
賠
償

問
題
　
③
交
通
事
故
被
害
者
の
更
正
問

題
　
③
そ
の
他
交
通
事
故
相
談
全
般

こ
の
交
通
相
談
は
、
い
づ
さ
い
無
料

で
す
か
ら
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。山

口
県
職
員
の
採
用
試
験

○
職
種
と
採
用
人
員

建
築
、
電
気
　
　
若
干
名

○
受
験
資
格

昭
和
1
9
年
４
月
２
日
ー
2
5
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
か
た

○
申
し
込
み

山
口
県
人
事
委
員
会
事
務
局

（
山
口
市
厳
島
県
庁
内
・
（

電
）
山
口
②
3
1
1
1
番
）

へ
１
月
3
1日
ま
で
に

詳
細
は
市
総
務
課
へ
。

毎
月
第
二
火
曜
日

精
神
衛
生
相
談
日

毎
月
第
二
火
曜
日
午
前
九
時

か
ら
午
後
二
時
ま
で
長
門
保
健

所
で
精
神
衛
生
相
談
を
開
き
ま

す
。
専
門
医
が
病
状
ま
た
は
障

害
者
の
医
療
上
な
ど
お
困
り
の

方
々
の
相
談
を
無
料
で
お
受
け

し
ま
す
の
で
気
軽
に
ご
利
用
べ

だ
さ
い
。

生活改善をしてほしい

青海島一主婦
最近の物価の値上がりに比例して生活が派手

になるぱかりです。婦人会で生活改善の申し

濆 わせをしても、だれともなしに破られ、とてもついていけず困

づています。市で生活改善をしてほしいと思います

（おこたえ）ご意見のように、生活改善を進めるのは市役所で

はなくあなた自身です。市は対策の一つとして、部落成人学級の

開設をおすすめしております。この成人学級の目的は部落の中で

グループがお互いの生活をよくするために集いをもつのです。市

はそのような成人学級が盛んになるように、一つのグループに五
千円程度の補助をして来ております。ところで、あなたと同じよ

うに悩み困っている人と一諸にグループづくりをするには、他の

グループ活動を見に行かれるのが早道と思います。他のグループ

の人達と親しく話し合うことです。あなたが御希望なさるならば

｡､グループの紹介をいたします。ご遠慮なく、教育委員会か公民館

に相談して下さい。お待ちしております。

（おねがい）市に要望、苦情など手紙を出されるときはヽ必ず

住所となまえをはっきり書いてください。　 （総務課広報係）
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お
子
さ
ん
の

入
学
通
知
書
を
お
届
け
し
ま
す

市
教
育
委
員
会
で
は
、
こ
と
し

の
四
月
に
小
学
校
へ
入
学
す
る
こ

ど
も
さ
ん
の
家
庭
へ
、
一
月
下
旬

ご
ろ
入
学
通
知
書
を
お
届
け
し
ま

す
。こ

の
入
学
通
知
書
は
、
昨
年
十

二
月
一
日
現
在
に
お
い
て
作
っ
た

も
の
で
、
十
二
月
三
日
以
降
に
住

所
が
変
わ
っ
た
り
、
他
の
市
町
村

か
ら
転
入
し
た
か
た
、
ま
た
は
入

学
す
る
こ
ど
も
さ
ん
の
あ
る
家
で

、
通
知
書
が
と
ど
か
な
い
か
た
は

な
る
べ
く
早
く
市
教
育
委
員
会
ま

た
は
区
長
さ
ん
に
お
知
ら
せ
く
だ

さ
い
。

な
お
、
入
学
通
知
を
う
け
て
か

ら
住
所
が
他
の
学
区
に
移
っ
た
と

き
も
転
居
先
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

一
月
の
暮
ら
し
の
メ
モ

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
皆
さ
ん
お
元
気
で
よ
い
お
正
月
を

迎
え
ら
れ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

昭
和
四
十
三
年
・
千
九
百
六
十
八
年

が
、
ど
な
た
さ
ま
に
も
よ
い
お
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
。
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

元
日
の
初
ま
い
り
、
お
年
賀
な
ど
お

す
み
で
す
か
、
わ
た
く
し
た
ち
日
本
人

、
や
づ
ぱ
り
、
そ
れ
を
済
ま
せ
な
い
と

何
と
な
く
お
正
月
を
迎
え
た
よ
う
な
気

が
し
ま
せ
ん
。

四
日
は
お
役
所
関
係
、
会
社
事
業
場

な
ど
は
仕
事
初
め
で
す
。
そ
ん
な
時
の

衣
服
の
準
備
は
す
で
に
整
つ
て
る
こ
と

で
し
ょ
う
。

六
日
は
小
寒
。
い
よ
い
よ
寒
さ
が
き

び
し
く
な
り
ま
す
。
か
ぜ
を
ひ
か
な
い

よ
う
に
…
…
。
若
い
方
は
こ
た
つ
や
ス

ト
ー
ブ
に
へ
ば
り
つ
か
ず
、
戸
外
の
運

動
に
心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

八
日
か
ら
、
大
半
の
小
・
中
・
高
の

学
咬
が
始
ま
り
ま
す
。
学
年
最
後
の
た

い
せ
つ
な
学
期
で
す
。
お
正
月
気
分
を

早
く
切
り
拾
て
て
、
じ
っ
く
り
、
し
め

く
く
り
の
勉
強
を
い
た
し
ま
し
よ
う
。

と
く
に
就
職
す
る
生
徒
さ
ん
、
進
学
す

る
方
に
は
た
い
せ
つ
な
学
期
で
す
。

十
五
日
、
成
人
の
日
。
こ
の
日
成
人

式
を
あ
げ
る
方
は
、
「
お
と
な
に
な
つ

だ
こ
と
を
自
覚
し
、
自
ら
生
き
抜
く
決

意
」
が
ほ
し
い
も
の
で
す
。

二
十
一
日
は
大
寒
で
す
。
こ
れ
か
ら

立
春
二
月
五
日
ご
ろ
ま
で
は
、
一
年
中

で
い
ち
ば
ん
寒
い
季
節
ｒ
す
。
こ
の
寒

さ
が
あ
け
れ
ば
、
春
が
や
っ
て
き
ま
す

家
庭
を
あ
ず
か
る
主
婦
の
が
々
は
お

正
月
の
気
ぜ
わ
し
さ
か
ら
の
が
れ
て
一

日
ゆ
っ
く
り
休
養
を
お
と
り
に
な
る
こ

と
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

山
日
県
美
術
展
に

出
品
さ
れ
る
方
に

山
口
県
美
術
展
は
、
山
口
県
博
物
館

に
お
い
て
、
一
月
十
六
日
か
ら
二
十
八

日
ま
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

作
品
を
出
品
さ
れ
る
方
は
一
月
八
口

ま
で
に
、
市
教
育
委
員
会
、
社
会
教
育

課
ま
で
、
ご
持
参
下
さ
い
。

市
営
住
宅
の

補
欠
入
居
者
募
集

市
内
に
あ
る
市
営
住
宅
の
補
欠
入
居

者
を
募
集
し
ま
す
。

・
一
種
住
宅
・
家
賃
　
一
、
二
〇
〇
円

ー
二
、
五
〇
〇
円

・
入
居
資
格
は
市
内
に
居
住
か
、
勤
務

し
、
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
人
で
住
宅
に
困
っ
て
い
る
人
。

・
申
込
は
一
月
四
日
か
ら
一
月
十
三
日

ま
で
に
市
財
政
課
管
財
係
ま
た
は
各

支
所
へ
。

長
門
Ｆ
Ｍ
の
開
局

Ｎ
Ｈ
Ｋ
長
門
Ｆ
Ｍ
局
が
放
送
を
は
じ

め
ま
し
だ
、
周
波
数
八
三
、
五
メ
ガ
サ

イ
ク
ル
、
出
力
３
ワ
ッ
ト
で
、
音
楽
番

組
を
中
心
と
し
て
、
午
前
六
時
か
ら
午

後
十
二
時
ま
で
、
一
日
十
八
時
間
放
送

し
て
い
ま
す
。

ー
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ー

母
子
福
祉
資
金
を

お
貸
し
し
ま
す

母
子
家
庭
へ
福
祉
資
金
を
お
貸
し
し

ま
す
の
で
二
月
十
五
日
ま
で
に
福
祉
事

務
所
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

△
修
学
資
金
ー
大
学
十
四
万
四
千
円
、

高
校
五
万
四
千
円
　
△
就
学
支
度
資

金
ー
大
学
二
万
五
千
円
、
高
校
一
万

五
千
円
　
△
事
業
開
始
資
金
　
△
事

業
継
続
資
金
　
△
技
能
習
得
資
金

△
修
業
資
金
　
支
度
資
金
　
△
生
活

資
金
　
△
住
宅
資
金
　
△
転
宅
資
金

成　 人
お め で と う

昭 和 ２ ３ 年 １月 １ 日 か ら １ ２月 ３ １ 日 ま で

に生まれた青年女４６３人の成人を祝っ

て１５日/ 成人の日) 午前９時から中央公

民 館 大講 堂 て閧 き ま す。

・… … 当日は式典、青年の主張

記 念品 贈呈 、 記 念 搬 影

な ど 行な い ま す。

・… … みんなが気がねなく参加できるよ

う、 はな や か な 服 装に な ら ない よ

うに 、 ふ だ 人 着 でご 参 加 く だ さい

ツ 反・ＢＣＧ接 種を受 け まし よ う
該 当 者　６ 歳 ま で の乳 幼児 ・保育園、幼稚園児の者を除く

ツ反応検査 ＢＣＧ 接 種 無料

月　 日 曜 日 時　　　　 間 場　　 所

火

水

火

水
月

14, 00- 14, 30

14, 00- 15, 00

14, 00 ―15, 00
14, 00 ―14, 30

14, 00 ―13, 30

通　公 民 館

仙 崎 公 民館
中 央 公民 館

俵 山　支 所
大 畑 小学 校

１ 月 ９ 日

１ 月10 日
１ 月16 日

１月17 日

１月22 日

月　 日 曜 日 時　　　　 間 場　 所

１月11 日

１月12 日

１月18 日

１月19 日

１ 月24 日

木
金
木
金
水

14, 00 － 14,  30
14, 00- 15, 00
14, 00- 15, 00
14, 00- 14, 30
14, 00- 14, 30

通　公民館
仙崎公民館
中央公民館
俵山　支所
大畑小学校

し
あ
わ
せ
を

火
の
不
始
末
が

灰
に
す
る


	page1

	page1

	page1

	page1


